










要約:国民生活センターによせられた乳幼児の危害情報について検討を行った。その結果、

乳幼児の事故は極めて多種多様であった。また事故の原因についても、保護者の不注意以

外に、商品の安全性が確保されていない場合がみられた。近年、商品が多様化し、しかも

新商品が次々に登場することより、事故を体系的に収集し、解説評価する体制を早急に確

立整備すべきである。


